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新たな機能評価係数に係る特別調査  

■調査対象期間：平成Zl年7月27日～8月2日の7日間   

■調査対象施設、  
内訳   施設数   備考   
調査票配布   1．818  
調査乗回収   1．608  
未提出   8  （うち、3施設は調査票配布後にDPC準備病院を辞退）   

■今回の集計対象施設内釈  
明査票が回収された施敗のうち、平成21年度DPO準備病院を除いた、平成21年7月  
時点でのDPO対象病院ならびにDPC準備病院とする。  

救急医療の提供体制   



救急医療従事者（医師）  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送あ．りの患者数  2二DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合   

（人）   

医療計画における役割   

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  
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れ■■■徒事暮（■書）  

（〔  
【  Ⅱ  皿  Ⅳ  Ⅴ  

く∩ユー11）  （棚）  小河l】）  （lFl）  （が咤l）  

■■■■t■t（■■】  

初期欄■   ＝決♯亀   三次徽■    その他  
（鮮lむ    （臍t．2∞〉    h曽田○〉     h■lむ  

■■廿t■に－引ナる甘れ  
望紆 淵 吉野  

■■柑■におけもR¶  
モの鴫 h可む  救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年虎一月－12月退院患者調査データより集計した。  

敢急医療従事者の区分は以下のとおり。   
Ⅰ平日摸夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜．休日日中のうち、1・－2つの時間＃において、専従の従事者がいる。   
Ⅲ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる．   
Ⅳ平日準夜、平日深軋休日日中に、書従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。   
Ⅴ全ての時間帯において、敷息医療の従事者はいない。  

丁  

讃  
1 救急事搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年虎7月－12月退院患者研童子ータより集計した。  
2 間1の救急医療提供体制を棟数選択した施設については、上位の提供体制を用いて集計した。  
（例＝初期救急と二次救急を選択した施設は・ニ次救急とする。）8  

救急医療従事者（看護師）  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  

（人）   

救急医療の提供日数  

1・DPC対紺青？うチ救急車搬送ありの患者数   2・DP欄急患者のうち救急車搬送ありの患者割合  
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祭器芽戯冒巳腰島腰畠蓮根悪 詔野  
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t■■■の■■白■  

野島腰昆放匿名 詔牙  房増野の餅冒。腰昆。野島訪露∃       以上）  －†l日  舞礪）  なし  
h】⇒む  集虞）  山王瑚  （l騨11〉  

（∩棚〉  

t■■■の穐銚日義  

謳  
1 赦急阜搬送ありの患者勤および救急ヰ搬送ありの患者割合は、平成20年度丁月～12月退院患者偶査データより集計した。  
2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。  
Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中のうち、1・－2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅲ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。                                                            l  

戴  

1 救急車搬遷ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年虔7月－12月退院患者調査データより集計した。  

2 救急医痍の提供日数1ま、平成21年丁月における体制をもとに集計した。  

l  



救急医療従事者（臨床検査技師）  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合   

（人）  

救急医療従事者（薬剤師）  

1．DPC対象息者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPO対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合   

（人）  
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鞭■匿■従事■（■れ■）  

Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ  
（∩－〇5り  （∩一117）   くnt814）  （∩士q已8）  h■1：H）  

t▲■■従事書（暮州巾）  

（。」幻 （品 （∩遥，）（岬認。）（。品）  （佃む （。〉 （。；．〉 （n三。〉 （  

た▲■徽従事書（■床撫霊技師）  れ▲医療往事書（臨床檎t捜腐）   

業  

1救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年虔7月－12月退院患者調査データより集計した。  

2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。  

Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中のうち、1－2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
皿平日準夜、平日深夜、休日日中に、書従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない．  

‖  

舛  
1救急車搬送ありの患者数および救急皐搬送ありの患者割合は、平成20年度7月－12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医虎従事者の区分は以下のとおり。  
Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深軋休日日中のうち、1－2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅲ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。                                                        l  

救急医療従事者（臨床工学技師）  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  

（人）   

救急医療従事者（放射線技師）  

1．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2，DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合   

（人〉   

ロ
P
の
対
圭
暮
の
う
ち
蓋
讃
あ
り
の
去
倉
 
 
 

ロ
P
C
舛
＿
暑
の
う
ち
蔓
り
の
▲
書
割
合
 
 
 

ロ
コ
じ
村
悪
書
の
う
ち
♯
蔓
り
の
▲
書
れ
 
 

p
’
巾
村
l
書
の
ま
吾
の
▲
看
＿
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（∩弓む   （n＝8）   h三lOT） （lド818）  くn＝占Tl〉  

畿▲■療像事●（■床工事捜岬）  

Ⅰ  Ⅱ    ． Ⅱ  Ⅳ  V  
h＝2之）   （爪＝8〉    仇≡Ⅷ7）  （畔128）  （∩＝ち71〉  

♯▲■■徒事讐（ll床工掌紋II）  

Ⅳ  
Ⅰ     Ⅱ     Ⅱ      山一71〉  （n－81） （爪尋㈹） （れ司10）  

れ■■■慎事●（撫椚■枚■）   

Ⅴ  （∩＝ユl）  
℡  Ⅱ  Ⅳ  
（∩＝い）  小E880）  h＝2抑）  

緻t■■従事薯（放射Il扶輝）  

V  h司○〉  】  （n＝171）  

渾  
1 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年鹿丁月－12月退院患者調査データより集計した。  
2 救急医療従事者の区分は以下のとおり。  
Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。  
Ⅱ平日準夜、平日深夜、休日日中のうち、1－2つの時間帯において、専従の従事者がいる。  
皿平日準夜、平日深層、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者がいる。  
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。  
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。  

ほ   

救急辛搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年鹿7月～12月退院患者調査データより集計した．  
救急医療従事者の区分は以下のとおり。   
Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中の全ての時間帯において、専従の従事者がいる。   
Ⅰ平日準夜、平日深夜、休日日中のうち、1・・2つの時間帯において、専従の従事者がいる。   
Ⅲ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従の従事者はいないが、兼任の従事者廿いる。   
Ⅳ平日準夜、平日深夜、休日日中に、専従もしくは兼任はいないが、オンコールの従事者がいる。   
Ⅴ全ての時間帯において、救急医療の従事者はいない。                                                   10  



診療科の数  

5，平日深夜＿専従か兼任ありの診療科数  

診療科の数   

1∴診療科の数  4．平日深夜＿専従ありの診療科数  
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l■l● ▼日■1事僕か鸞住もVO■■れ徽  

瀬  

1 平8深夜＿専従ありの診療科数：平日深夜に専従の救急医療従事者がいる診療科数  

2 平日深夜＿専従か兼任ありの診療科数：平日深夜lこ専従か兼任の救急医療従事者がいる鯵無料救  

1J  

′／   

診療科の数  

7．休日日中●専従か兼任ありの診療科数  

診療科の数  

3．平日準夜＿専従か兼任ありの診療科数  

（▲■】  

8．休日日中■専従ありの診療科数  2．平日準夜●専従ありの診療科数  

（1牧）  （祐牧）  
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I■       ll  

平日■t事慎か薫仕■りの■tれ書  

休日日中＿■書か義任■りの■▲科■  ▼8■L●雛あVの■■れ■  

※  

1 平日準夜＿専従ありの診療科数：∵平日準夜に書従の敷急眉療従事者がいる診療科数■  

2 平日準夜＿専従か兼任ありの診療科数：平日準頓に専従か兼任の救急医療従事者がいる診療科散  

※  

1 休日日中＿書従ありの診療科数：休日日中に専従の救急医療従事者がいる診療科数  
2 休日日中＿専従か兼任ありの診療科数：休日日中に専従か兼任の救急医療従事者がいる診療科数  

Il   



初期救急患者数   

1・DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  

三次救急患者数   

1・DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  
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20人未満  20－10人  
（○人を輸く）  木賞  
（ntl．以力） （∩可t2）  

鴨■t■■t■  

佃－10人  ●0人山上   

乗鶉   （∩；80）  
（∩；】06）   

（棚，20某省人 ㈹芸芸人 ■鵠紆  
山一l．∝氾〉   く炉〇ほ】  （nt叩5】  

れ■t■■■■  

（J餓）－芯聖域満 治肘 h司柑8）  

三貴■■▲■■   
（n空‰ （J誹）1謀計         （炉508）  

三次れ▲■●数  

2人以＿上  （n＝りコ）  

滅 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年卸月～12月退院患者調査データより集肝した。  

1丁  

灘 救急車朋送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は・平成20年虔7月～12月退焼鳥青桐査データより集計した。  

l，  

二次救急患者数   

11DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  2．DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  

救急外来におけるトリアージ体制  

2・DPC対象患者のうち救急車搬送ありの患者数  1，トリアージ体制の有無  
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匿■のみ 書は■のみ 芦川わり＋  モの他  

（忍）（∩弘「禁酢り（∩瑚  
トリ丁－ジ  

体¶なし  （n■14丁）   
搬）（訟甜こ｝ ■「ユ豊吉礪1訟賂ヒ        h＝川48）  

ニ★t■■■t  

（れ＝1．Ml）  （最熱．「諜粁  
ニ女t■■●■  

10人以上  （∩＝ll）  

t■外集にねlナるトリ丁－ジー¶  

嵩  

1間1の救急医痍捷供体制を複数選択した施設については、上位の提供体制を用いて集計した。   

（例：初期救急と＝次救急を選択した施設は、ニ次救急とする。）  

2 救急層朋送ありの患者数は、平成20年虔7月－12月退暁届書調査データより集計した。  

20  

媚 救急車搬送ありの患者数および救急車搬送ありの患者割合は、平成20年虎7月～12月退院患者調査データより集計した。  

用  



救急外来におけるトリアージ体制   

3．DPO対象患者のうち救急車搬送ありの患者割合  4．初期救急患者数平均  

診療ガイドラインを考慮した  

診療体制確保  

1  

（臍dイ1）  ■斬み 書彗貯み 署鵬墓石 （nt瞳り   細○）  （押し弘l〉  

●■外■にねけもトリ丁－ジ体¶  

薫 1救急車搬送ありの患者割合は、平成20年鹿7月－12月腺院患者間査データより集計した0  
2 初期救急患者数平均は、本調査期間における1施設あたりの初期救急患者数平均○  

量l  

どの程度診療ガイドラインを  

重視しているか  

平均在院日数  

医療の標準化を進めるため  
取り組んでいること  

平均在院日数  

救急外来におけるトリアージ体制  

6．三次救急患者数平均  5．ニ次救急患者数平均  

■内クリニカル ■丘ガイドライン  モの愴  鯵徽ガイドウイン  
剛野”雲脚拙5 ま湖P ■描冠  忍野  一冊用ク号数軌 仰）                           れ用  

（∩一1．畑）  

■■の■事化t▲めもためれり1んでいること  

凝 平均在院日銀は、平成20年度了月－12月退院患者調査データより集計した。  
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ぷ）（邁誌）Ⅶ狩り 佃●） 昔i  
■■外▲におけ■トリアーク体■  ■陥て 鯵整軍票雷に 抑詫た子は 訝普 （州）    h■ち㈹〉    （lI－伯）  

どの■よ■■ガイドラインt暮1している力ヽ   

＃ ニ次ならびに三次救急患者数平均は、不調査期間における1施設あたりの二次ならびに三次救急患者数平軌  
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診療ガイドラインに沿わない診療を  

行う場合の適否の判断方法  

平均在院日数   

（日）   

患者用クリニカルパスの数  

平均在院日数  

医療者用クリニカルパスの数  

平均在院日勤  

（日）   
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ホ快が  嬢散の 鯵薇科竃の抜出匿師 特に決めて その他   
カン佃’濃；‘醐  

カンフ丁レン  
（∩三20コ）  

鯵ホガイドラインに沿わない鯵轟音行う寸書のi育の明断方法   

淡 平均在院日数は、平成20年鹿7月－12月退院患者調査データより集計した。  

ヱ5  

○件   1－ら8件  50・－1叩件 100－1SO件 150件以上  
（∩＝Z5）    素三｛     集嫡     木三｛   （∩且1聞）  

（lP758）  （∩一■†封  （nt】，8）  
丘■暑用クリニカルバスの■  

※ 平均在院日数は、平成20年康7月－12月退院患者調査データより集計した。  

2－  

○件   1・・50件  SO－1叫件 100－t50件 1如件以上  

（∩・噌p）   乗鋼    索縞    未満    h＝IO†〉  

小三陀丁）   h＝3丁4）  （n■川丁）  

■専用クリニカルパスのIk  

医療者用クリニカルパスの  

対象となった患者割合  

平均在院日数  

（日）  

患者用クリニカルパスの  

対象となった患者割合  

平均在院目数  

（日）  

院内でのクリニカルパス利用状況  

（盈） 王統彗 …京菜去：荒業嘉        脾く〉   （∩可31）  （n－ユ引）  

（n一加之）  

■1t■用クリニカルパスの対1となった▲書書l倉  

8劃以上  （l戸】11）  
なし   2れ乗薫  2劉以上   4れ以上   8割以上  

（∩＝QD）  （なしを  1刑木鶏  l納薫れ   くn亡川5）  

Mlく）  （∩巧79）  （∩；81一り  
山上138）  

▲書用クリニカルパスの州tとなゥた▲書割合  

韮  
1 平均在院日数は、平成20年度7月～12月退院患者間宣子ータより集計した。  
2 ケノニカル／くスの対象となった患者割合は、本調査期間中に入院したDPO対象患者のうち、クリ＝カル／くス対象となった患者割合。   
（クリニカルバスカく0件の施設を除く）  
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DPC算定病床あたりの病棟勤務時間（薬剤師）  

2．後発医薬品使用割合  1．平均在院日数  

人員配置とチーム医療  

山＝41】）  
hj。〉 諸漬）○・岩甜＝・●遣吉行1a鵠畠  
DPG暮た■＃わたりの■繍l相川冊（1州■）  

（臍11？〉  

く品 堤防 m2誼誘縞○・闇市■ 謎誠  

DP（〉事大■＃あたりの■撫n轟■M（暮州■）   

淡  
1 平均在院日数ならびに後発医薬品使用割合は、平成20年丘7月－12月退院点者椚王子ータより集計した。  
2 DPO井定病床あたりの病棟勤務時間：本罰査期間中における、常勤および非鷲勤職員の延べ病棟勤務時間／DPO算定病床劇  

It  

DPC算定病床あたりの病棟勤務時間（薬剤師）   

3．カルバベネム系等の抗生物質を投与した患者割合  4．薬剤管理指導料算定割合   

診療科単位のカンファレンス  病棟単位のカンファレンス  

平均在院日数  平均在院日数  

（鰐ふ） 匝蒐．〉  h為）  
ll土井■愴のカシフγレンス  

Ⅱ  Ⅱ  】y  

h■t．04切    h＝2qわ    （¶戸13〉  

●l書■拉○カシフ丁レンス  ○   （I．2禾猫  0．之－0．I未濱 0l－0．0集濃  0」以上  
（∩＝1ユ）  （○書■く） （ルヨ‖は〉  （膵＝I01） （戚？○〉      （咋1tT）  

DPO暮彙■床あたりの■暮■鶉■M（豪州■）  

l   0．！未満 0．2一札4集賞 8．l－0．8木蠣  0．1以上  
山王1】）  （○壷■く）  hヨは8） （押≡aOり  （lF3丁朗  

（∩≡一打）  

OPO事t■床あたりの■檜山精特用（義州■）  
平均在碗日蝕は、平成20年虎7月－12月退院患者鯛宣子ータよりよ計した。  
診療科単位ぉらぴに病棟単位のカンファレンス区分は以下のとおり。  
Ⅰ なし   
Ⅱ 医師、書旗臥書経師以外の専門せによるカンファレンスあり   
Ⅲ 医師、看雄師、看護師以外の専門機によるカンファレンスはない机医師と看擾師によるカンフ丁レンスはあり   
Ⅳ 医師、看護師、看雄師以外の専門職l＝よるカンファレンスはないが、医師と看往師以外の専門職によるカンファレンスはあり  

：柑  

カルバベネム系等の抗生物∫を投与した患者調合ならびに薬剤管理柑ヰ料井定割合は、平成2D年度丁月－12月退院患者鯛査データより集計した．  
カルパペネム系等の抗生物井を投与した患者割合とは、抗生物rを投与した患者のうち、カルバペネム系または第4世代セフエム系の抗生物質   
を投与した患者の割合。  

3 DPC算定病床あたりの病棟勤務時間：本調査欄憫中における、常勤および非常勤書1の延べ病棟勤務時間／DPC算定病床数                                                     3量   
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病棟での勤務状況  
（管理栄養士）  

DPC算定病床数  

DPC算定病床あたりの病棟勤務時間（管理栄養士〉  

2．入院栄養食事指導料算定割合  

病棟での勤務状況  
（社会福祉士）  

DPC算定病床数  
1．平均在院日数  

h＝1．ほ1） （∩三2叫）  山王〃〉  
（【』，）・品甜）○・霜一 8・霜鳥 ℃恕  
DPC雷土■慮あたりの■揮血書■M（サー集■士）  

（れみ 品評）望遠■ ○宝遥・8  
h＝1．124〉  （貯ま11）  （府用  

DP（】算定■床あたりの■糠鴫群峰Ⅶ（tttl士）  

吼l£l上  （∩∃l之〉  

（蕊） 三野 三雲岩孟私娼告宝都，川熱票管▲      （ntl¶）   いる    いる   （n与17）              （ 
れf711）  （n…之之8〉  

■撫での勤♯状況（■叫集■士）  

なし  （n三82〉  
2み10 
幣幣稟君岩姦乱射絡粁！         いる     いる   （∩＝18）  

（∩；引0）  h可02）   

■繍でのn古株況（社食樽牲土）  

…君岩姦乱射絡10町営■  

華  
1平均在院日数ならびに入院栄暮食事相即斗井定割合は、平成20年度丁月－12月退院患者調査データより集計した．  
2 DPO算定病床あたりの病棟勤務時間：本調査期間中における、常勤および非常勤職員の延べ病棟動拝時間／DPC算定病床数  

粥  

＃  

1 DP（⊃算定病床数は、平成21年丁月時点の病床凱  
2 病棟での勤務状況とは、常勤職員のうち、病棟に勤務している職員について、本調査期間中の病棟での勤務状況。  

ユl   

DPC算定病床あたりの  
病棟勤務時間（社会福祉士）  

平均在院日数  

（日）  

病棟での勤務状況  
（薬剤師）  

DPC算定病床数  

なし  （n＝用）  

1慌㍗ よ告錆猥一蹴腺 （n三283）   いる    いる  

（∩＝l岬） （∩＝叫1）   

■すでの山蓼状況（暮舞l■）  

川軒驚Å  （n＝tlO）  

（r戸110）  
（畔㌫。〉 品抑〉0・儲紺∵・一題紆l㌍粘  
DP〔〉纂建■床あたりの■棟勤ホ書間（せ■穐t土）  

※  
1 平均在院日数は、平成20年虔7月～12月退院患者調査データより集計した。  
2 DPC算定病床数は、平成21年一月時点の病床数。  
3 DPC井定病床あたりの病棟勤務時間：本調倭期間中における、常勤および非常勤椎貝の延べ病棟動甥時間／DPC算定病床数  
4 病棟での勤務状況とは、常勤職員のうち、病棟に勤様している随員について、本調査期間中の病棟での勤務状況。  
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